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高速点火では、加熱用の電子ビームの制御の

ために外部から磁場を与えることが検討され

ている。この際、磁場による電子熱伝導係数の

非等方性によって、爆縮運動にも影響を及ぼす

ことが明らかになってきた[1]。さらに、外部磁

場のレーザーアブレーション加速に対する影

響を調べるために、より単純な平板加速の実験

も行われシミュレーション結果との比較が進

められている。今回は、磁気圧を考慮した場合

について検討を行った。通常はアブレーション

面では磁気圧に比べ、アブレーション圧力が十

分大きい(β>100)ため磁気圧が無視できる。それ

に対し、ターゲット裏面では磁気圧が高くなっ

ている領域が存在する。２次元輻射 MHD シミ

ュレーションによってその加速への影響を調

べた。 
 図1に示すような幅150µm, 厚さ25µmのCH平

板にレーザーを照射させる。一方、キャパシタ

ーコイルで200テスラの磁場をレーザー照射方

向に発生させる。この外部磁場を与えたレーザ

ーアブレーション加速の2次元シミュレーショ

ンを行った。図2にレーザー照射から2.8ns後、

加速途中の平板の密度分布図を示す。ターゲッ

ト裏面で擾乱が発生していることが分かる。こ

のときの裏面でのβ値は0.1<β<1.0 程度である

ことから、磁気圧の影響を受けていると考えら

れる。 
 同様のパラメータで実験も行われ比較検討

を行っている。Braginskiiの電子熱伝導係数の影

響も含め、外部磁場が流体運動に与える影響を

検討しているので、それらの結果をまとめて報

告する。 

 
図1. 初期条件：幅150µm, 厚さ25µmのCH平板

にレーザー照射方向に200Tの磁場を与える 
 

 

 
       (a)                    (b) 
図 2. 磁気圧項を(a)考慮しない場合、および (b)考慮

した場合の t=2.8ns における密度分布 
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